
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ １学期末の教職員経営反省会議で話題になったこと ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 いよいよ２学期の学校生活が始まりました。夏季休業

中を利用し、教職員内で１学期の学校生活を総括しまし

た。総括内容は、「目指す子ども像の達成状況（伸びてい

る点と育てたい点）」「経営重点項目の達成状況」などで

す。そして、総括内容を踏まえ、２学期に取り組んでい

く重点等を共有化しました。１学期総括と２学期重点の

骨子を下記に記載しましたので、ぜひお読みいただきた

く思います。そして、お気づきの点やご意見などをお寄

せいただければ幸いです。 

 ２学期も、保護者並びに地域の皆様方と手を携えなが

ら学校教育目標の具現化と重点事項の確実な推進を図

っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 経営キーワード「一歩踏み出す力（主体性）」「チーム力（協働・対話）」「考え抜く力（解決・創造）」

 

繋 
令和６年度 学校便り 

Ｒ６．８．３０ 

 ＮＯ  １２ 

校長 秋場 一憲 

 

学校教育目標「未来をひらき、しなやかに生きる力を育む教育」 

アンケート結果を受けグループ討議・全体共有 

【１学期総括】 

◆目指す子ども像と経営重点について（高評価だった点） 

 ◎心身ともに健康で、明るく元気に生活する谷地南部っ子 

  ・休み時間、異学年の子供同士が関わりながら、グラウンドや体育館で元気に遊んでいる。 

  ・教職員からの一方的な指導ではなく、日常的な安全指導や避難訓練を通して、子供たち自らが命を守

るための判断・行動する力を育んでおり、大きな事故や怪我が発生しなかった。 

  ・登下校時など、保護者並びに地域の方々の見守りに感謝したい。 

◎多様性を認め、他人を思いやり、お互いに励まし合う姿 

  ・運動会等の学校行事のほか、１年生を迎える会や夏祭り等の児童会活動、日常の縦割り班活動等を通

して子供たちの良い関わりが見られ、それらの取組みを通して上学年の子供たちの心が育っている。 

  ・特別支援学級在籍児童が交流学習等でも自然に溶け合い、良好な人間関係ができている。 

  ・特別な支援を要する子供たちへの対応については、担任だけの対応ではなく、管理職や特別支援教育

コーディネーターとも情報を共有し、組織で対応している。 

【２学期重点】 

◆子供たちに「愛校心」と「郷土愛」をより一層育むために 

 ○まずは自分を好きになる、仲間や自分の学級を好きになることを重視し学級経営を進めていく。 

 ○生活科や社会科、総合的な学習の時間等に、秋の地域探検や河北町の特産品・名産品調べ、山形県の良 

さ調べ等を行うほか、地域の方々と直接触れ合う機会を計画的に設けていく。 

 ○河北町内の他の小学校や他地域との意図的な交流機会を設け、比較することで良さを再確認する。 

 ○子供たちへのアンケート調査結果（学校便り１１号参照）を踏まえ、授業で「学校・地域のお気に入り」

を扱っていく。 

◆保護者並びに地域の皆様方とより一層連携するために 

 ○各学年の授業等に、保護者ボランティアを積極的に募集・依頼していく。（例：５年宿泊体験学習） 

○学級経営や子供たちの成長について、保護者の皆様方とより深く共有するために、学級懇談会の持ち方

を工夫する。 

 ○学校運営協議会での協議等を核とし地域の皆様方の声をしっかりと吸い上げるために、「話し 

やすい学校」にしていく。 



 

 

 

９月予定 

     今年度も本校 PTA 活動推進のために、全学区民の皆様方より会費を納入いただきました。PTA

事業充実のため、そして谷地南部っ子の教育充実のため、適切かつ有効に執行させていただきます。本当

にありがとうございます。 

御礼 


